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囹
古
書
に
見
え
陀
星
の
記
録
の
色
々
芒

　
　
書
物
か
ら
見
旋
天
文
學
の
進
歩
囹

　
　
　
　
　
　
　
同
好
順
潮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紳
　
戸
　
橋
本
　
　
正

　
　
　
　
　
（
一
）

　
大
豆
に
認
れ
ら
し
い
表
題
な
付
け
ま
し
六
が
、
實
匡
外
に
適
借
な
丈
旬
が
あ

り
ま
ぜ
ん
の
で
、
あ
q
の
ま
」
に
付
六
の
で
で
。
私
ほ
未
だ
、
天
丈
の
事
に
就

て
に
全
く
の
素
人
な
の
で
す
Q
し
か
し
趣
味
蜜
し
て
の
天
文
を
好
む
事
に
於
て

ば
敢
て
人
に
ば
譲
ら
沁
積
り
で
す
。
若
も
最
近
急
速
に
天
界
に
興
昧
な
見
出
し

た
の
ほ
、
全
く
急
速
で
で
、
星
の
運
行
の
そ
れ
の
如
く
で
す
。
去
る
六
月
十
九

昌
の
火
星
の
接
近
等
匡
最
も
私
の
心
を
捕
え
六
も
の
で
す
、
口
下
の
所
で
ほ
天

文
即
ち
人
生
、
人
生
即
ち
私
の
生
活
書
も
云
ふ
べ
き
位
に
夜
も
日
も
星
の
事
に

心
な
奪
ほ
れ
て
ゐ
ま
す
Q
そ
の
動
機
の
最
大
原
因
ほ
本
年
正
立
愚
劣
一
清
先
生

が
大
毎
紙
上
に
御
書
き
に
な
つ
糞
、
『
本
年
の
天
丈
學
界
』
で
す
。
山
本
先
生
に

よ
り
て
地
上
に
生
れ
れ
私
の
心
の
星
型
「
躍
天
上
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
で
そ

れ
も
機
械
的
の
意
味
に
於
て
ば
近
頃
或
る
人
の
双
眼
鏡
で
金
星
の
上
弦
月
の
有

様
か
見
六
の
み
で
マ
。
し
か
し
私
に
職
な
圖
電
館
に
奉
じ
て
居
る
關
係
上
勢
ひ

書
物
に
よ
り
て
天
な
探
る
事
に
心
々
集
中
さ
れ
ろ
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

此
際
表
題
の
如
く
古
今
の
岡
書
か
ら
見
た
天
文
學
、
學
マ
」
匡
言
へ
ま
す
ま
い
が

一
つ
の
リ
テ
ラ
ソ
ー
ル
の
如
き
も
の
を
作
る
考
へ
か
ら
私
の
力
で
及
ぶ
麗
園
内

で
調
べ
上
げ
六
も
の
な
御
紹
介
し
て
見
分
く
思
ひ
此
艮
重
な
ろ
天
界
誌
上
を
拝

借
す
ろ
事
に
致
し
ま
し
表
。

　
　
　
　
　
（
二
．
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

最
近
の
圖
書
露
か
ら
見
ろ
書
字
丈
の
趣
昧
に
異
常
な
ろ
進
歩
な
見
ぜ
て
る
ま
す

蘇
に
↓
般
人
士
が
斯
學
に
卜
す
る
二
二
秘
求
め
つ
㌧
あ
ろ
に
毎
日
二
三
に
止
ま

ら
な
い
位
で
あ
り
ま
す
が
不
幸
に
し
て
外
画
の
如
く
一
般
人
に
趣
味
深
く
天
界

か
知
る
事
の
出
來
得
る
書
【
物
心
未
だ
日
本
に
「
現
ば
れ
■
て
る
な
い
Q
所
へ
山
本
先

生
の
あ
の
名
文
な
以
て
誰
人
に
も
「
礎
直
に
天
界
に
趣
味
な
見
出
す
事
の
餌
獲

ろ
様
に
書
か
れ
大
、
『
星
空
の
槻
察
』
『
遊
星
ご
り
“
』
『
天
文
ご
人
生
隔
星
座
の

親
し
み
』
等
ほ
今
の
所
五
珊
あ
っ
て
も
十
舩
あ
っ
て
も
足
ら
ぬ
三
寓
ふ
宥
様
で

ず
そ
れ
か
ら
『
肉
眼
で
見
え
ろ
星
の
研
究
』
も
吉
田
氏
の
努
力
に
よ
り
て
興
昧
深

く
書
か
れ
れ
六
め
、
そ
れ
等
の
書
物
匡
今
後
の
天
文
国
界
に
多
大
の
効
験
あ
ろ

事
オ
信
じ
、
斯
學
の
れ
め
に
實
に
悦
び
に
堪
へ
ま
せ
ん
、
其
他
の
書
物
で
は
新

城
博
士
の
『
天
文
大
…
観
』
『
宇
宙
進
化
論
ヒ
戸
博
士
の
『
天
丈
學
』
上
下
、
『
趣
昧
の

天
文
』
『
月
』
謬
本
で
に
ド
ク
ト
ル
ア
ソ
ニ
ユ
ウ
ス
の
『
宇
宙
の
窪
化
』
『
宇
宙
創
成

吏
』
ニ
ュ
ー
カ
ム
の
『
星
辰
天
丈
學
』
『
天
丈
學
汎
論
』
之
ほ
目
下
博
士
の
者
で
比

較
的
良
く
讃
豪
れ
ろ
へ
の
で
、
古
い
所
で
は
横
山
憎
士
の
『
天
丈
學
講
話
』
此
本

葬
小
躍
校
の
先
生
の
来
ノ
考
書
に
使
用
さ
れ
て
居
ろ
。
『
隠
見
學
六
講
』
こ
れ
も
一

戸
博
士
が
満
鐵
で
講
演
さ
れ
カ
も
の
で
㎜
般
人
に
ほ
よ
く
分
る
本
で
あ
み
Q

　
　
　
　
　
（
三
）

　
小
説
的
の
方
面
で
ほ
近
頃
の
も
の
で
、
タ
ー
ナ
ー
氏
の
原
著
瀞
工
ー
ヂ
ナ
プ

ス
ペ
ー
ス
『
宇
宙
の
族
』
な
大
沼
氏
が
謬
さ
れ
六
も
の
で
、
題
名
が
多
く
人
奉
引

付
σ
ろ
力
を
持
っ
て
る
る
の
で
無
暗
に
讃
ま
れ
ろ
、
古
い
所
で
は
黒
岩
氏
の
『
破

天
蛇
』
で
此
本
ぱ
グ
リ
フ
ヰ
ス
氏
の
『
宇
宙
新
婚
族
行
』
秘
謬
し
カ
も
の
で
随
分

定
慰
ま
れ
ろ
本
で
今
ま
で
何
度
製
本
を
行
り
か
へ
た
か
知
れ
な
い
っ
今
の
所
で

ば
口
悪
で
天
文
小
説
こ
し
て
匡
こ
れ
位
な
も
の
で
、
曾
て
中
學
世
界
か
新
青
年

か
に
世
界
の
滅
亡
？
§
　
…
両
ふ
小
亭
が
連
載
さ
れ
た
事
が
あ
ろ
。

　
次
に
洋
書
で
あ
る
が
、
こ
μ
ば
當
地
の
取
る
特
志
家
が
先
年
二
百
珊
程
一
度

に
寄
目
さ
れ
穴
主
ぐ
」
し
て
避
難
に
塾
す
ろ
も
の
で
、
中
ア
ス
ト
ロ
ノ
、
、
、
イ
に
關

す
る
も
の
も
可
な
り
あ
る
G
此
等
の
本
に
託
て
に
何
れ
近
々
に
ア
ス
ト
ロ
ノ
、
、
、

イ
カ
〃
ビ
プ
リ
ナ
グ
ラ
プ
ヰ
イ
な
作
る
考
へ
で
あ
る
か
ら
そ
の
蒔
に
詳
し
く
著

者
書
名
等
を
御
紹
介
て
ろ
積
り
で
す
。

　
今
・
重
な
う
も
の
な
堂
目
い
て
見
一
ろ
亡
、
エ
デ
ノ
・
ン
グ
レ
ン
氏
「
の
『
ス
テ
ラ
ー
ム

ー
プ
メ
ン
ト
』
ロ
ー
エ
ル
の
『
マ
ー
ス
、
ア
ン
ド
イ
ツ
ソ
、
カ
ナ
ル
．
『
モ
ー
ダ
ン

ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
イ
』
こ
れ
に
署
者
名
を
今
「
寸
忘
れ
決
し
六
Q
ホ
η
ー
ス
の
『
カ

ソ
ソ
、
オ
ン
、
ア
ス
’
ト
ロ
ノ
ミ
イ
』
ホ
ー
プ
ス
の
『
ヒ
ス
ト
リ
ー
す
プ
ア
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
』
ネ
イ
ソ
ン
の
『
ザ
ム
！
ン
』
ア
レ
ニ
ユ
ウ
ス
の
『
ウ
オ
ー
ル
ド
、
イ
ン
、

ザ
メ
！
キ
ン
グ
』
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
『
．
ア
ス
ト
ロ
／
ミ
イ
、
シ
ム
プ
ル
フ
ア
イ
ド
』

エ
ル
ヂ
ー
の
『
ス
タ
ー
、
ア
ン
ド
、
ウ
エ
ー
ザ
ー
、
ゴ
シ
ソ
プ
』
同
じ
く
［
、
ナ
イ

ト
ス
カ
イ
、
ナ
プ
エ
、
イ
ー
ヤ
』
チ
ャ
ム
バ
ー
の
r
ザ
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
』
ビ

ソ
カ
ー
ト
ン
の
『
ザ
、
バ
ー
ス
ナ
プ
ウ
ナ
ー
ル
ド
、
ア
ン
ド
、
シ
ス
テ
ム
』
そ
れ
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か
ら
↑
．
エ
ク
リ
ソ
プ
ス
』
や
［
、
サ
ン
』
等
可
な
り
有
り
ま
す
。
私
自
身
の
も
の
も
脇

手
に
「
階
隠
日
に
か
け
ま
す
ビ
先
づ
星
圖
で
ほ
千
入
百
〇
三
年
濁
逸
ワ
イ
マ
！

ツ
で
出
版
さ
れ
、
れ
、
シ
イ
、
エ
フ
、
ゴ
ル
ド
バ
ソ
ク
の
『
ノ
イ
エ
ス
テ
ル
、
ヒ
ム

メ
ル
ズ
ア
ト
ラ
ス
』
こ
れ
ば
今
か
ち
ザ
ソ
ト
百
二
十
年
前
に
出
垂
れ
も
の
で
機

械
的
の
槻
測
用
に
に
不
適
で
す
が
私
達
素
人
に
に
興
味
卜
い
本
で
大
さ
に
美
濃

列
位
の
描
本
で
あ
ろ
窃
か
に
珍
重
に
足
る
亡
自
負
し
て
ゐ
ま
す
Q
そ
れ
か
ら
同

じ
く
濁
逸
プ
ラ
1
グ
出
版
カ
ー
ル
フ
ォ
ン
、
可
ツ
下
ロ
ウ
の
『
ア
ト
ラ
ス
デ
ス

ゲ
ス
チ
ル
ン
テ
ン
ヒ
ム
メ
ル
』
で
干
八
百
五
十
四
年
で
塗
し
大
も
の
で
ほ
あ
り

ま
ぜ
ん
⇔
次
ぼ
ヘ
ル
マ
ン
、
ヂ
エ
イ
、
ク
ラ
イ
ン
の
『
ス
テ
ル
ン
ア
ト
ラ
ス
』
こ

れ
ほ
千
入
百
八
十
八
年
、
ラ
ノ
ビ
ク
ツ
ヒ
で
の
出
版
で
可
な
り
專
門
的
な
本
で

す
各
恒
星
の
特
徴
か
詳
細
に
漁
日
か
れ
て
あ
ろ
。
そ
れ
か
ら
英
語
版
で
に
、
可
チ

ヤ
ー
ド
ブ
・
グ
タ
ー
の
J
ハ
1
フ
ハ
ウ
ス
ウ
イ
ツ
シ
ユ
ザ
ズ
タ
ー
ズ
ヒ
九
二
一

年
ロ
ン
ド
ン
出
版
こ
れ
に
素
人
筋
の
本
で
す
サ
イ
エ
ン
テ
イ
フ
ヰ
ソ
ク
、
ア
メ

”
カ
ン
に
毎
刀
鵠
ろ
天
圃
か
集
め
カ
や
う
な
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
（
四
）

　
其
他
ウ
エ
ザ
ー
ヘ
ッ
ド
の
『
ス
タ
ー
沢
ケ
ソ
ト
プ
ソ
ク
』
マ
ツ
グ
フ
エ
ー
ソ
ン

の
．
『
ロ
ー
マ
ン
ス
オ
プ
モ
ダ
ー
ン
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
イ
』
グ
ル
ネ
ィ
の
『
ハ
ゥ
ソ
ー
．

ナ
ウ
ザ
ス
タ
ー
』
ロ
バ
ー
ト
、
ヘ
ン
ス
エ
η
ン
グ
の
『
ス
テ
ル
ン
プ
ソ
シ
ェ
レ

ン
』
「
九
一
＝
一
年
、
小
説
で
ば
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
メ
イ
デ
ル
の
『
ウ
ン
デ
ル
ウ
エ
ツ

テ
ン
』
等
で
未
だ
一
で
す
私
ほ
近
頃
急
に
求
め
六
い
の
ぼ
天
界
の
ロ
ー
マ
ン

ス
で
す
、
ウ
ェ
ル
ズ
の
『
フ
ア
ー
ス
ト
メ
ン
イ
ン
ザ
ム
ー
ン
』
『
ウ
ア
；
オ
プ
ザ

ウ
ナ
ー
ル
ド
』
な
早
く
見
事
い
の
で
す
が
今
の
所
一
寸
木
や
に
も
無
い
の
で
閉

口
し
て
ゐ
ま
す
。
ジ
ユ
ー
ル
ヴ
ェ
ル
ズ
の
『
月
世
界
族
行
』
も
も
う
古
い
で
す
か

ら
モ
ソ
ト
外
國
に
に
こ
ん
な
風
な
小
説
が
澤
山
あ
ろ
だ
ら
う
亡
思
ひ
ま
す
。
書

物
か
ら
見
落
天
丈
學
ぜ
示
ふ
題
目
に
碁
石
薄
め
や
う
な
事
葬
書
き
か
け
ま
し
大

が
虐
に
か
く
現
在
の
所
で
ば
日
本
語
で
書
か
れ
た
斯
學
に
關
す
る
書
に
乏
し
い

の
が
天
界
趣
味
の
普
及
ぜ
ざ
る
唯
一
の
原
因
で
あ
ら
う
ビ
考
へ
ま
す
が
。
（
外
に

天
界
の
帥
秘
ピ
か
宇
宙
創
造
も
あ
り
Q
）
此
際
同
好
會
々
員
諸
氏
も
奮
囲
し
て

ド
シ
ー
新
聞
な
1
3
雑
誌
に
な
ー
ー
所
説
か
獲
表
し
て
大
い
に
天
文
趣
味
の
向
上

存
諮
ら
．
う
で
は
な
い
か
Q

　
次
に
愈
々
古
代
人
の
見
た
星
の
色
々
帥
ち
古
書
に
現
に
れ
糞
㍊
録
な
通
じ
て

見
ら
る
、
天
界
の
・
知
識
な
調
．
へ
ろ
事
に
一
9
ろ
O

　
　
　
　
　
（
．
五
）

（
↓
）
先
づ
星
の
起
源
に
就
て
ほ
、
東
雅
に
［
．
星
ホ
シ
、
陰
陽
二
榊
、
日
の
紳
月

の
紳
な
生
み
給
ひ
し
ご
云
ふ
事
ほ
見
え
カ
れ
ご
、
星
の
紳
を
生
み
給
ひ
し
ビ
云

ふ
事
ほ
聞
え
す
。
天
に
下
版
あ
り
、
名
を
天
津
甕
星
こ
い
ひ
違
名
匡
天
香
々
背

男
こ
い
ひ
し
ご
い
ふ
事
、
輩
記
に
見
え
し
か
ご
、
其
の
義
も
闘
け
ぬ
。
古
語
に

火
を
呼
び
て
ホ
ご
云
ふ
、
ホ
シ
ご
ほ
其
光
り
の
如
く
な
う
な
い
ひ
し
に
似
六
り

ホ
ほ
火
な
り
、
シ
ば
助
詞
な
り
、
叉
火
な
ホ
こ
い
ひ
し
も
、
日
こ
い
ふ
語
の
韓

ぜ
し
ご
見
え
六
り
。

（
二
）
倭
訓
栞
前
編
に
ば
剛
ほ
し
、
星
々
云
ふ
、
大
石
な
る
べ
し
Q
淋
代
紀
に
、
天

安
河
所
在
五
百
簡
【
猷
r
石
工
」
団
兄
3
～
れ
ろ
ほ
、
天
河
の
工
専
な
い
へ
d
り
O
榊
功
紀
に

河
石
昇
り
て
星
オ
な
ろ
ビ
見
え
カ
ろ
ば
、
無
事
の
讐
へ
な
が
ら
、
石
ビ
星
ミ
の

仔
細
見
つ
べ
し
、
史
詑
註
に
、
駐
石
也
オ
も
い
へ
り
。
』
こ
れ
な
ご
ば
「
寸
面

白
い
成
程
河
原
の
石
が
天
上
し
て
天
の
川
の
星
に
な
つ
六
ご
す
れ
ば
傳
況
ミ
し

で、

謔
ﾃ
虹
斜
埋
血
判
キ
・
事
ぞ
」
も
曽
ロ
へ
よ
・
り
。

（
三
）
古
史
傳
に
『
星
が
成
り
出
で
た
る
事
に
就
て
は
」
つ
の
考
へ
あ
り
抑
一

星
ほ
縫
て
自
己
り
光
り
な
し
、
日
光
加
受
け
て
輝
き
あ
れ
ば
其
質
重
濁
な
う
も

の
な
り
、
故
に
考
ふ
ろ
に
、
世
の
初
め
一
つ
の
物
大
空
中
に
生
れ
て
、
並
へ
形
歌

鶏
子
の
如
く
ピ
有
る
ぱ
皇
弟
も
モ
ロ
コ
シ
も
天
竺
も
伺
じ
傳
な
れ
ば
、
此
ば
動

き
な
き
眞
の
古
説
な
り
、
扱
て
此
物
判
れ
て
天
地
ビ
成
れ
る
事
に
大
皇
國
の
古

言
に
明
か
に
見
え
て
、
上
に
詳
に
繹
き
ぬ
ろ
が
如
し
、
か
く
て
此
一
の
物
の
分

到
ぜ
ろ
噂
に
、
必
ず
そ
の
卵
殼
の
如
き
も
の
破
裂
し
て
、
雨
電
の
如
し
、
四
方

噂11

熄
繪
ｺ
に
も
高
く
遠
く
飛
び
散
り
カ
う
が
、
日
の
中
央
に
凝
結
ぜ
る
時
し
も

其
過
旋
の
健
剛
な
ろ
鯨
勢
な
受
け
て
，
各
々
其
座
位
定
り
、
猫
次
々
に
大
き
く

も
な
り
、
循
環
た
な
し
て
今
の
如
く
に
戊
り
た
う
も
の
な
る
べ
し
、
星
の
戊
り

初
め
に
、
究
め
て
三
昧
な
ら
む
ご
所
思
ゆ
る
な
り
。
但
し
此
ば
諦
な
る
傳
魏
も

な
く
唯
推
量
の
考
へ
な
れ
ば
、
試
み
に
い
ふ
の
み
ぞ
』
ミ
あ
る
詰
り
星
座
の
決

定
々
論
じ
カ
も
の
で
、
明
か
に
天
界
の
創
造
の
事
な
言
つ
糞
も
の
で
あ
る
。
一

寸
ラ
プ
ラ
ス
や
カ
ン
ト
の
星
雲
読
オ
同
じ
や
う
な
一
嵩
な
考
へ
糞
も
の
マ
」
思
ほ
れ

る
。（

四
）
そ
れ
か
ら
四
方
の
硯
に
『
星
象
私
見
る
事
に
、
農
民
よ
り
く
わ
し
き
は
な
し

大
和
の
國
に
水
の
ぐ
」
ぼ
し
吾
罪
な
れ
ば
、
四
月
頃
よ
り
夏
の
中
、
農
民
夜
も
す

が
ら
い
れ
す
し
て
、
星
象
な
ば
か
り
児
て
種
お
ろ
し
あ
ろ
ひ
に
夜
陰
の
露
お
き
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カ
る
に
苗
の
し
め
り
准
知
り
、
米
穀
の
實
の
る
建
實
の
ら
ざ
ろ
ぜ
な
あ
．
ら
・
か
じ

め
ほ
か
り
知
ろ
事
な
り
。

　
そ
の
星
に
、
か
ら
す
き
星
、
ひ
し
星
、
ず
ば
ろ
ほ
し
、
く
ご
ぼ
し
Q
な
ご
の

名
を
付
け
、
其
星
ほ
何
時
何
の
位
に
あ
ら
ば
れ
何
時
に
か
く
る
㌔
な
ご
い
ひ
て

そ
の
月
も
り
に
て
に
か
る
事
露
力
が
は
す
』
定
あ
る
が
右
の
中
か
ら
す
き
ほ
し

び
し
ぼ
し
、
く
ご
ほ
し
な
ご
」
云
ふ
星
ぱ
現
今
の
雪
ぐ
」
云
ふ
星
に
常
う
か
秋
の

頃
ピ
蝿
え
る
か
ら
そ
し
て
す
ば
る
が
上
っ
て
來
ろ
時
分
ビ
す
れ
ば
丁
度
十
一
月

頃
だ
か
ら
何
ぜ
諸
氏
の
申
で
御
調
べ
下
さ
る
熱
心
家
ほ
あ
り
ま
ぜ
ん
か
。

（
五
）
御
な
じ
み
の
枕
草
紙
に
曰
く
『
星
匡
、
す
ば
ろ
・
ひ
こ
ぼ
し
、
明
星
、
夕
づ

～
、
よ
ば
ひ
星
だ
に
名
の
ら
．
ま
し
か
ば
決
し
て
云
々
』
虐
あ
り
て
此
夕
つ
㌧
ミ

ば
こ
ん
な
星
で
あ
ら
う
？
o
次
に
星
の
一
乗
な
調
べ
ナ
ρ
の
け
P
（
五
）
拾
清
嶋
和
漢
名
一
轍

に
『
列
星
緬
計
、
紫
微
垣
三
十
入
座
、
計
一
百
八
十
四
星
、
太
微
垣
十
四
座
、

計
王
十
八
星
、
天
国
垣
十
四
座
、
計
五
十
九
星
、
列
舎
拝
附
宮
三
十
五
座
、
計

一
百
入
十
二
星
、
中
外
宮
、
一
百
入
十
二
星
、
計
九
百
八
十
一
星
、
以
上
共
二

百
入
十
三
座
、
計
一
千
四
百
六
十
、
外
微
星
一
萬
｝
千
五
百
二
十
』
ご
あ
る
。

こ
れ
に
勿
論
肉
眼
で
の
襯
測
だ
ら
う
ピ
思
ふ
が
現
今
の
調
査
に
よ
う
ビ
肉
眼
星

羅
ば
約
七
千
四
百
マ
」
の
事
だ
か
こ
れ
ば
人
ロ
が
今
程
檜
加
ぜ
す
都
會
の
空
氣
が

モ
ツ
ト
澄
む
で
る
力
故
に
こ
ん
な
に
澤
山
．
見
え
六
の
か
そ
れ
ぜ
も
大
髄
の
数
を

何
か
支
那
の
本
か
ら
で
も
見
て
佳
い
カ
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
古
代
の
バ
ビ
ロ
ン
や
ア
ソ
シ
リ
や
人
ば
モ
ソ
ト
澤
山
の
星
を
見
風
か
も
知
れ

な
い
一
二
に
人
間
の
覗
力
に
三
明
の
進
む
下
之
に
退
化
す
る
傾
向
が
あ
る
オ
誰

か
ご
五
つ
れ
ビ
思
ふ
。

　
　
　
　
　
（
六
）

　
未
だ
星
の
数
に
就
て
あ
ろ
『
天
墨
家
の
説
に
名
の
あ
る
星
の
数
一
千
四
萬
六

十
有
四
あ
り
、
又
小
駅
の
薮
一
碧
二
千
五
百
二
十
あ
り
、
銀
河
に
聚
ま
る
所
の

小
星
ほ
其
幾
ざ
云
ふ
事
た
知
ら
す
、
又
一
座
に
十
二
星
，
至
る
ぴ
ば
四
五
星
な

や
こ
す
為
一
名
ご
す
ろ
あ
り
、
或
ろ
ひ
ほ
二
十
星
三
五
＋
星
た
一
座
に
し
て
一

名
ビ
す
う
も
あ
り
、
叉
流
星
ほ
星
氣
の
梓
け
散
す
ろ
の
勢
也
な
り
』
ミ
螢
雪
飴

談
に
あ
ろ
。

（」

A
い
ノ
）
一
寸
新
し
い
所
で
ば
氣
海
槻
瀾
廣
義
に
日
ぐ
『
夜
間
天
上
な
仰
ぎ
見
れ
ば

赫
々
カ
る
星
耳
玉
千
許
り
あ
り
、
叉
望
蓮
鏡
な
以
て
見
れ
ば
黒
々
窮
な
し
、
帥

ち
七
星
（
ス
バ
ル
の
事
）
の
如
も
の
狗
四
十
蝕
星
の
聚
ま
れ
る
も
の
に
し
て
銀
河

の
如
吾
も
藻
数
の
星
の
合
し
て
白
帯
ぜ
な
れ
ろ
も
の
な
り
、
星
の
大
ば
我
が
地

球
よ
り
大
な
る
も
の
多
し
、
又
地
球
ビ
ひ
建
し
き
も
の
も
あ
り
、
又
少
な
う
も

あ
り
、
其
距
度
多
く
ば
未
だ
詳
な
ら
す
、
孕
れ
こ
も
巳
に
知
り
得
れ
う
も
あ
り

其
中
太
陽
な
去
る
事
終
が
地
球
よ
り
も
入
十
倍
著
し
く
ば
百
倍
に
過
ぐ
う
も
の

あ
り
。

　
太
陽
に
諸
遊
星
な
引
き
、
諸
遊
星
叉
太
陽
奄
引
く
、
此
両
力
相
合
し
て
諦
遊

星
常
に
太
陽
の
周
蓬
為
巡
ろ
、
此
引
力
ば
膏
だ
我
が
太
陽
系
の
み
相
逮
す
う
に

あ
ら
す
、
他
の
太
陽
系
恒
星
に
も
亦
相
及
ぼ
す
者
に
し
て
諸
遊
星
維
時
の
力
か

説
く
噂
ば
求
心
臨
遠
心
の
二
つ
ミ
も
其
一
引
一
章
の
力
な
以
て
諸
遊
星
、
よ
ζ
萬

世
不
易
の
路
な
選
す
オ
云
ふ
。
』

　
こ
れ
な
ご
ぱ
一
種
の
天
熱
讃
本
ビ
も
い
ふ
べ
き
本
で
あ
ら
う
Q

　
　
　
　
　
（
七
）

　
次
に
1
1
有
名
な
る
天
華
或
問
天
一
名
目
紗
に
曰
く
『
五
星
ほ
五
行
の
星
な
り

土
ば
鎮
星
、
木
に
歳
星
、
火
1
1
萸
惑
星
、
金
に
太
白
星
、
水
に
辰
星
、
其
次
第

に
前
の
所
に
記
す
、
宋
朝
の
儒
士
の
説
に
に
五
星
ほ
地
の
五
行
の
精
氣
天
に
昇

り
て
五
星
ご
成
り
諾
う
な
リ
マ
」
云
ふ
し
甚
だ
理
に
あ
ら
す
、
天
冠
に
開
け
地
後

に
定
ま
る
マ
」
言
ふ
ば
理
な
り
、
然
う
に
何
ん
ぞ
地
先
に
当
り
五
行
生
じ
て
後
に

天
定
ま
り
五
星
現
に
る
・
事
あ
ら
ん
、
理
に
戻
る
の
重
な
る
事
知
リ
沁
べ
し
。

後
學
こ
れ
に
惑
ふ
な
か
れ
〇
五
星
ほ
五
行
の
氣
、
五
行
ば
地
の
五
氣
質
也
、
氣

質
一
貫
、
理
氣
合
一
の
義
々
察
す
べ
し
木
星
の
右
旋
に
凡
そ
十
二
年
に
一
週
天

す
、
土
星
匡
凡
そ
ご
十
九
年
絵
に
一
週
天
す
、
火
星
ば
二
年
の
内
少
に
し
て

一
週
天
す
、
金
星
ピ
水
星
に
共
に
常
に
日
輪
定
先
後
し
て
蓮
く
日
々
離
ろ
㌧
事

な
し
、
故
に
一
歳
の
間
に
一
週
天
す
、
五
星
各
々
一
週
天
の
間
に
於
て
伏
見
留

退
の
行
あ
り
、
是
れ
な
推
歩
算
計
し
て
濁
度
の
方
数
な
窮
め
て
五
星
暦
か
記
マ

伏
ほ
日
輪
に
近
く
な
り
て
其
騰
言
々
陰
す
、
漸
く
日
ぐ
」
同
度
に
在
る
の
時
な
合

伏
ε
云
ふ
、
其
日
数
五
星
各
々
多
少
あ
り
、
見
に
首
邑
の
日
数
を
過
ぎ
て
漸
く

日
度
な
離
ろ
㌧
時
ば
星
光
現
ば
ろ
㌧
此
時
行
疾
ぐ
成
り
、
後
叉
漸
く
逞
く
成
る

事
あ
り
、
穿
初
疾
走
遅
初
懲
罰
の
差
別
あ
り
て
五
星
各
々
日
数
多
少
あ
り
、
留

ば
遅
行
の
終
り
に
留
っ
て
動
ず
、
籔
日
に
一
所
に
留
在
す
、
其
日
数
五
星
各
々

多
少
あ
り
、
次
に
退
行
ビ
て
留
の
日
数
終
り
て
却
て
星
少
し
く
西
に
退
く
是
れ

ん
逆
行
マ
」
も
號
す
、
右
旋
た
順
行
ピ
す
る
故
な
り
、
其
日
数
五
星
各
々
多
少
あ

り
、
乱
れ
行
度
の
大
略
な
り
、
宋
儒
右
旋
無
し
ビ
言
ふ
の
鼠
壁
五
行
留
退
二
行
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の
義
あ
り
ぜ
云
ふ
に
至
q
て
其
辮
臨
ち
塞
q
て
通
ぜ
す
學
者
其
是
非
な
詳
に
す

べ
し
。
』
此
論
ほ
決
し
て
無
理
で
ば
な
い
唯
金
星
や
水
星
の
公
白
輻
が
未
だ
判

然
ミ
ぜ
ざ
ろ
時
で
あ
ろ
か
ら
先
づ
こ
れ
位
に
説
明
が
毘
來
れ
ば
立
派
な
學
者
に

違
ひ
蹴
い
Q

　
　
　
　
（
八
）

（
七
）
老
人
星
に
就
て
即
ち
カ
ノ
プ
ス
南
天
の
「
互
星
で
あ
り
一
．
呼
老
人
等
の
名
か

付
け
ら
れ
力
著
名
な
ろ
星
の
事
か
爾
儀
集
説
に
『
古
、
老
人
星
か
以
て
南
極
ビ

號
ゼ
し
ほ
最
も
誕
り
な
り
、
今
此
方
よ
り
見
ろ
所
老
人
星
に
南
方
の
果
て
に
見

え
て
北
一
先
に
有
ろ
の
星
ぱ
、
此
地
よ
り
見
．
兀
が
六
き
が
故
に
、
老
人
星
な
以
っ

て
南
極
ぜ
云
ひ
し
な
り
、
老
人
星
ば
分
明
な
ろ
大
星
な
り
。
』
此
の
星
ば
京
阪
地

方
で
ば
飴
程
注
蝋
鳳
し
て
見
ぬ
♂
二
見
へ
ぬ
さ
・
り
で
あ
ろ
が
塵
．
溜
り
あ
妖
ム
リ
で
口
よ
く

見
へ
る
こ
の
事
故
此
の
筆
者
に
何
庭
で
此
星
た
槻
与
し
六
か
な
知
り
六
い
も
の

で
あ
ろ
Q

（
八
）
次
ば
流
星
の
事
功
調
べ
て
見
る
芒
類
聚
名
物
考
に
記
し
て
曰
く
『
天
狗
流

星
の
事
。
か
か
る
所
に
買
網
正
山
ハ
向
坐
n
刀
十
一
二
日
の
由
畢
ぞ
か
し
暮
証
人
壺
叫
暗
四
れ
て
、

月
も
名
に
負
ふ
夜
す
が
ら
、
閑
庭
霜
に
映
ぜ
ろ
影
、
常
よ
り
も
明
々
ε
し
て
物

哀
れ
攻
ろ
に
、
公
家
武
家
の
人
々
興
に
ふ
れ
氣
色
に
つ
き
見
る
詩
歌
を
詠
じ
、

答
絃
矩
調
べ
、
明
月
に
和
し
て
乾
き
野
糞
る
所
に
、
黒
闇
に
三
更
に
及
び
亥
の

刻
マ
」
序
し
毫
時
分
、
天
狗
流
一
飛
び
て
天
地
鳴
動
し
て
乾
坤
も
忽
ち
折
れ
う
か

世
界
も
震
裂
す
う
か
ぜ
畳
え
象
り
、
そ
の
有
様
に
ひ
定
へ
に
百
千
萬
の
電
光
の

同
時
に
激
す
う
に
似
た
り
云
々
』
蝕
程
に
げ
し
い
流
星
群
の
飛
ん
だ
時
ミ
見
え

ろ
。
今
か
ら
約
五
百
年
前
の
記
録
で
あ
ろ
か
ら
　
寸
分
り
無
ね
ろ
・

（
九
）
両
儀
集
説
に
ば
『
流
星
ほ
眞
の
天
星
に
あ
ら
す
、
地
氣
燥
陽
硫
黄
等
の
土

物
な
箒
び
て
上
騰
し
申
天
の
相
火
に
遇
ひ
て
蝦
焼
ぜ
ら
れ
氣
に
乗
っ
て
飛
奔
す

ビ
』
あ
ろ
叉
後
ナ
干
記
に
『
天
丈
二
癸
巳
十
刀
八
日
の
戊
の
刻
よ
り
深
更
に
至
っ

て
雲
無
く
雷
の
聲
天
地
塗
樽
三
面
に
及
ん
で
斗
星
牛
天
に
流
動
し
、
峯
差
ぜ
し

て
宇
治
の
川
瀬
の
螢
の
散
臥
す
る
が
如
く
海
陸
に
墜
つ
公
費
亦
綿
麗
の
如
し
、

古
今
に
稀
れ
な
る
天
攣
哉
ミ
都
鄙
の
二
二
肝
を
冷
や
す
』
随
分
大
げ
さ
な
書
振

り
で
ば
あ
る
が
こ
れ
が
實
際
ビ
す
れ
ば
盛
ん
穴
流
星
雨
々
筆
跡
も
の
で
あ
ら

う
。
（
未
完
）

　
幾
百
萬
の
時
代
も
永
逡
の
時
計
の
数
秒
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヵ
ミ
ー
ッ
　
フ
ラ
ン
マ
リ
ナ
ン

太
陽
暦
蓮
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
南
支
都
　
村
　
　
山
　
　
生

過
般
兵
底
縣
尼
崎
市
で
郷
土
史
料
展
覧
會
が
開
催
せ
ら
れ
て

各
種
の
古
叉
書
が
歎
多
く
陳
列
せ
ら
れ
た
中
に
ゆ
か
し
い
墨

色
で
奉
書
紙
に
木
版
摺
に
せ
ら
れ
た
詔
書
爲
が
あ
っ
た
。
丞

考
の
た
め
に
手
記
し
た
。

　
　
　
詔
　
書
　
爲

　
朕
惟
フ
ニ
我
邦
通
行
ノ
暦
タ
ル
太
陰
ノ
朔
望
ラ
以
テ
月
ラ
立
テ
太
陽
．

　
ノ
纏
㍑
茂
二
合
ス
故
二
二
三
年
聞
側
必
ズ
閏
月
バ
ラ
剛
直
カ
ナ
ル
テ
得
ズ
剛
直
閲
リ

ノ
前
後
時
二
季
候
ノ
幽
門
ア
リ
終
二
推
歩
ノ
差
ラ
生
ズ
ル
ニ
至
ル
殊

中
宿
三
二
掲
ル
所
ノ
如
キ
旨
煮
オ
妄
誕
無
稽
三
馬
シ
人
知
ノ
開
達
ラ

　
妨
ク
ル
モ
ノ
少
シ
ト
セ
ズ
蓋
シ
太
陽
暦
ハ
太
陽
ノ
纏
度
二
從
テ
月
テ

立
ッ
日
子
多
少
ノ
異
ア
リ
ト
難
ト
モ
季
候
早
晩
ノ
攣
ナ
ク
四
歳
毎
二

　
一
ロ
ノ
閏
テ
置
キ
七
千
年
ノ
後
僅
二
山
国
ノ
差
テ
生
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ

之
ラ
太
陰
暦
二
比
ス
レ
バ
最
モ
精
密
ニ
シ
テ
其
便
不
便
モ
固
リ
論
う

　
快
タ
ザ
ル
ナ
リ
依
テ
自
今
奮
暦
ラ
慶
シ
太
陽
暦
テ
用
ヒ
天
下
永
世
之

　
ラ
運
行
セ
シ
メ
ン
百
官
有
司
註
ハ
レ
斯
暦
日
ラ
艦
セ
ヨ

　
　
明
治
五
年
壬
申
十
回
月
九
日

右
之
通
被
　
仰
出
候
間
管
内
無
三
相
達
ス
ル
者
也

　
　
　
壬
申
十
一
月
十
六
日
過
　
兵
庫
縣
令
　
神
．
田
　
孝
　
李


